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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第67期

第３四半期
連結累計期間

第68期
第３四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 1,758,670 1,992,511 2,385,788

経常利益 (千円) 242,308 264,983 310,845

四半期(当期)純利益 (千円) 138,458 160,736 172,250

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 132,090 272,903 176,339

純資産額 (千円) 1,539,004 1,807,273 1,583,243

総資産額 (千円) 3,342,238 3,680,677 3,484,374

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 10.15 11.78 12.63

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.1 44.1 40.6
 

　

回次
第67期

第３四半期
連結会計期間

第68期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.76 5.97
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

す。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、脱デフレ、経済再生を掲げる安倍政権の政策運営へ

の期待や黒田日銀総裁の下で実施されている日本銀行の積極的金融緩和政策により、円高は修正局面に入

りこれを好感した株式市場も反転してまいりました。政府は６月に成長戦略を発表、７月の参議院選挙で

は国会のねじれ現象も解消したことから、今後この成長戦略の着実な実行が期待されています。一方、企

業業績は円安メリットもあり改善が進んでおり、これを受け雇用環境や消費者マインドも緩やかに好転し

ています。平成26年４月から消費税率が８％に引き上げられることに伴う不透明材料はあるものの、好調

な個人消費が日本経済の足元を支えつつあります。海外経済も、米国で家計のバランスシート調整が進展

し個人消費が底堅く推移するなど、全体的には緩やかな回復傾向が続いています。

このような状況下、当社グループは、システム事業・事務機器事業をメインに不動産事業を加え、３事

業を柱に事業の効率化、利益体質への改善を進めながら事業の拡大に努めてまいりました。なお、第１四

半期連結累計期間より、セグメント別名称のうち、＜ソフトウエア関連事業＞は、＜システム事業＞に名

称変更しています。

　
セグメントごとの業績は以下のとおりです。

　

＜システム事業＞

システム事業につきましては、システム開発技術支援に対する顧客からのニーズが増えたこと、営業活

動強化により新規受注が拡大したこと、またエンジニアの採用を積極的に進めたことから、システム事業

の連結売上高は、1,254百万円（前年同期比25.2％増）となりました。また、セグメント利益（経常利

益）は146百万円（前年同期比34.6％増）となりました。

＜事務機器事業＞

事務機器事業につきましては、主力製品の販売額と設備投資需要の不冴によりシステム案件の受注が伸

び悩みました。ＯＥＭ等の新商材の導入による商品ラインアップの拡充や販売力強化を図りましたが、事
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務機器事業の連結売上高は、638百万円（前年同期比1.8％減）となりました。また、セグメント利益（経

常利益）は94百万円（前年同期比1.7％減）となりました。

＜不動産事業＞

不動産事業につきましては、所有賃貸不動産の稼働率維持に努めてまいりましたが、法人向けの賃貸物

件において賃貸料の見直し等があったため、不動産事業の連結売上高は、99百万円（前年同期比6.0％

減）となりました。また、セグメント利益（経常利益）は29百万円（前年同期比19.6％減）となりまし

た。

こうした結果、当社グループ全体の業績といたしましては、当第３四半期連結累計期間の連結売上高

は、1,992百万円（前年同期比13.3％増）となりました。また、利益面につきましては、システム事業で

業容拡大を見据え、積極的に新卒技術者の採用を実施した効果が現われ、事務機器事業で、ＯＥＭ等新商

材の導入で粗利率が低下したものの、連結営業利益は275百万円（前年同期比9.2％増）、連結経常利益は

264百万円（前年同期比9.4％増)、連結四半期純利益は160百万円（前年同期比16.1％増）となりまし

た。　　　　

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ5.6％増加し3,680百万円となりまし

た。

流動資産については、前連結会計年度末に比べ9.1％増加し1,048百万円となりました。これは主に、受

取手形及び売掛金やその他に含まれる預け金の増加等によるものです。

固定資産については、前連結会計年度末に比べ4.3％増加し2,632百万円となりました。これは主に、投

資有価証券が増加したこと等によるものです。

流動負債については、前連結会計年度末に比べ5.9％減少し400百万円となりました。これは主に、賞与

引当金が減少したこと等によるものです。

固定負債については、前連結会計年度末に比べ0.2％減少し1,473百万円となりました。これは主に、繰

延税金負債が増加する一方、長期借入金が減少したこと等によるものです。

純資産については、前連結会計年度末に比べ14.2％増加し1,807百万円となりました。これは主に、利

益剰余金が増加したこと等によるものです。

　
　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は17百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 37,000,000

計 37,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,772,400 13,772,400
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は1,000株で
あります。

計 13,772,400 13,772,400 ― ―
 

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月31日 ─ 13,772,400 ─ 100,000 ─ 25,000
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

普通株式 22,000

普通株式 110,000

普通株式 32,400

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

 

― ―

(相互保有株式)

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

13,608,000
13,608 ―

単元未満株式
 

― ―

発行済株式総数 13,772,400 ― ―

総株主の議決権 ― 13,608 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式50株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
㈱テクノ・セブン

東京都中央区日本橋本町４
-８-14

22,000 ─ 22,000 0.16

(相互保有株式)
ウインテック㈱

東京都中央区日本橋本町４
-８-14

110,000 ─ 110,000 0.80

計 ― 132,000 ─ 132,000 0.96
 

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 374,253 350,685

受取手形及び売掛金
※1 418,940 ※1 454,698

商品及び製品 62,642 93,476

仕掛品 8,709 4,984

原材料及び貯蔵品 4,102 4,468

繰延税金資産 28,606 19,549

その他 63,195 120,313

流動資産合計 960,450 1,048,174

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,226,987 1,226,987

減価償却累計額 △440,231 △467,214

建物及び構築物（純額） 786,755 759,773

機械装置及び運搬具 13,445 13,445

減価償却累計額 △13,409 △13,421

機械装置及び運搬具（純額） 36 23

工具、器具及び備品 152,126 155,894

減価償却累計額 △150,118 △152,465

工具、器具及び備品（純額） 2,007 3,429

土地 1,396,494 1,396,494

有形固定資産合計 2,185,294 2,159,720

無形固定資産

のれん 700 437

その他 12,651 12,346

無形固定資産合計 13,351 12,784

投資その他の資産

投資有価証券 275,432 415,872

その他 91,317 79,466

貸倒引当金 △41,471 △35,341

投資その他の資産合計 325,278 459,997

固定資産合計 2,523,923 2,632,502

資産合計 3,484,374 3,680,677
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 139,351 138,398

短期借入金 88,976 89,340

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

リース債務 92 －

未払法人税等 58,393 46,725

賞与引当金 39,799 24,122

その他 78,454 81,423

流動負債合計 425,067 400,010

固定負債

社債 30,000 20,000

長期借入金 1,240,748 1,179,652

繰延税金負債 58,533 98,724

退職給付引当金 113,487 137,151

役員退職慰労引当金 2,780 4,220

その他 30,512 33,645

固定負債合計 1,476,062 1,473,393

負債合計 1,901,130 1,873,403

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 583,231 583,231

利益剰余金 715,973 835,785

自己株式 △9,022 △9,185

株主資本合計 1,390,182 1,509,831

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 23,729 113,361

その他の包括利益累計額合計 23,729 113,361

少数株主持分 169,331 184,080

純資産合計 1,583,243 1,807,273

負債純資産合計 3,484,374 3,680,677
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 1,758,670 1,992,511

売上原価 1,246,864 1,428,678

売上総利益 511,806 563,832

販売費及び一般管理費 259,110 287,832

営業利益 252,696 275,999

営業外収益

受取利息及び配当金 2,013 1,755

業務受託料 2,016 2,016

その他 2,508 1,274

営業外収益合計 6,537 5,045

営業外費用

支払利息 15,079 14,448

その他 1,845 1,614

営業外費用合計 16,924 16,062

経常利益 242,308 264,983

特別利益

投資有価証券売却益 1,094 33,359

特別利益合計 1,094 33,359

特別損失

固定資産除却損 248 －

投資有価証券売却損 － 547

特別損失合計 248 547

税金等調整前四半期純利益 243,153 297,795

法人税、住民税及び事業税 80,225 114,875

法人税等調整額 10,683 7,412

法人税等合計 90,908 122,287

少数株主損益調整前四半期純利益 152,245 175,507

少数株主利益 13,786 14,770

四半期純利益 138,458 160,736
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 152,245 175,507

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20,154 97,395

その他の包括利益合計 △20,154 97,395

四半期包括利益 132,090 272,903

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 120,574 250,369

少数株主に係る四半期包括利益 11,516 22,534
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

　
(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

　

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　

 

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 1,844千円 1,914千円
 

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。
　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 32,470千円 31,099千円

のれんの償却額 1,012 〃 262 〃
 

　

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　

１．配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の総
額　　　　　　　　　　　

（千円）

１株当た
り　　　 
配当額(円）

基準日 効力発生日
配当の
原資

平成25年６
月24日定時
株 主 総
会　　

普通株
式

40,925 3.00
平成25年３月31

日　　　　　　　　　　　　　　　
平成25年６
月25日　

利益剰
余金

 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会　　

計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額

 

四半期連結損
益計算書計上

額
(注)１

事務機器
事業

システム事業
(注)２

不動産事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 651,014 1,001,907 105,749 1,758,670 ― 1,758,670

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 157 540 697 △697 ―

計 651,014 1,002,064 106,289 1,759,367 △697 1,758,670

セグメント利益 96,369 108,729 37,209 242,308 ― 242,308
 

(注) １.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　　 ２.　第68期第１四半期連結会計期間より、従来の「ソフトウエア関連事業」から「システム事業」へとセグメ

ント名称

　　　　　を変更しております。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。

　

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　該当事項はありません。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　
Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント 調整額
（注）３

 

四半期連結損
益計算書計上

額
(注)１

事務機器
事業

システム事業
(注)２

不動産事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 638,995 1,254,064 99,450 1,992,511 ― 1,992,511

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 540 540 △540 ―

計 638,995 1,254,064 99,990 1,993,051 △540 1,992,511

セグメント利益 94,773 146,354 29,901 271,029 △6,046 264,983
 

(注) １. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２. 第68期第１四半期連結会計期間より、従来の「ソフトウエア関連事業」から「システム事業」へとセグメン

ト名称を変更しております。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。

３．セグメント利益の調整額△6,046千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

EDINET提出書類

株式会社テクノ・セブン(E01942)

四半期報告書

14/18



　

　

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　該当事項はありません。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益金額 10円15銭 11円78銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 138,458 160,736

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 138,458 160,736

    普通株式の期中平均株式数(株) 13,642,596 13,641,124
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   佐　　藤　　明　　典   印

   

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   廣   田   剛   樹   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月14日

株式会社テクノ・セブン

取締役会  御中

　

 

　

 

 

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社テクノ・セブンの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計
期間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平
成25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テクノ・セブン及び連結子会社の
平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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